自由:24 ニホンザルの分娩発来に伴う子宮頚管熟化過程の微細形態学的研究(II 共同利用研究 2.研究成果) by 堀田, 康明 et al.
Title自由:24 ニホンザルの分娩発来に伴う子宮頚管熟化過程の微細形態学的研究(II 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)堀田, 康明; 野崎, ますみ; 渡, 仲三




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
に切分け秤爪し､各郡分より小郡分をさらに切限
り､その面桝とfrf爪を計測することによって､全
袈耐机を推定することを試みた｡この作光の際に
小郡分巾の脂M)',m約と思われる部分を秤爪するこ
とにより､全皮下脂肪mを推定した｡
皮何_計測値については､霊長類研究所飼帝個体
からのものに加えて､これまでに収集されている
データとを併せて､予備的な分析を行なった｡そ
の結果､皮厚計測値に年齢変化が見られたのは､
■75咋1月に計測された志賀高原集団についての
ものだけであった｡0.5-2才で皮厚は増加し､
2才以降はゆっくりと減少するというバタ-ンが
両性で見られた｡このようなパターンは餌塁の制
限を受けている集団や夏期には見られない｡従っ
て､思春期開始や､性的成熟に先だっ苗刷 旨肪丑
の増加というヒトに見られる現象は､栄養条件が
非常に良好で､各年齢個休とくにコドモ期個休が
f隻7割こ栄養摂取可能な条件下で見られるものであ
ろうと思われる｡皮厚計測には､季節や個体差の
形幣が非常に大きいので､縦断的研究が望まれる｡
身体部位別脂肪塁と皮厚計測値の問の相関性に
ついても予備的分析を行なった.皮厚計測値は､
大網と腸間膜合計垂最との間で､かなり高い相関
計数を示すが､神経羊を取巻く脂肪塁とは､相関
性が低い部などが解った｡
方法論的に､解剖･計長的な方法では､組織全
体の疏免を扱うので､脂肪晃の推定で正確性に欠
ける｡従って､純脂肪含有塁を明らかにするよう
な､分析的手法の_g人が必要であるO
自由:23
ヤクシマサルにおける採食木をめぐる競争につ
いて
揚妻直樹 (京都大･霊長研)
サルの食物をめぐる競争の大きさは､採食木の
発見効率や採金木が桝給する食物の旦 ･質によっ
て変化するものと考えられ一る｡食物が発見しにく
い場合､食物の存在塁が少ない場合､食物の質が
高い場合に､競争はより激しくなると考えられる.
そして､競争が大きい場合には､優位個肘ま劣位
個体を採良木から排除するために伴企個体数が沌
り､また､擾位個体が飽良した後に劣位個体が採
食を開始するために､結果として､その採金木が
いずれかのサルに採食されている時間が長くなる
と予想される｡木研究は､採金木の資源としての
特性 (各採食榊和密皮､各採金木の樹冠面積､採食
樹種･部位)がサル同士の競争の大きさの指標と
しての爪大伴企個体数と採食時間にいかに影響を
与えるのかを明らかにするために行った｡
調衣では尾久四郎半山地域において､ヤクシマ
ザルの2群を対象に行った.対象群を追跡しなが
ら10分ri1間でスキャニングを行い､採食個体数､
採食樹種･部位､伴企個体数を記録した｡後に､
採食木の樹冠面柄を計測した｡また､対象群の遊
動域一帯の各採食樹種の密皮を調べた｡各採食木
上での最大伴食頭数および各採企木が採食されて
いた時間 (採食時間)と各採企木の特性との関係
を分析し､次の傾向を得た｡1)採企された樹種
の遊動域内の密皮と､その榊和の各採食木におけ
る最大伴食個休数 ･採企時間には明椛な関係がな
かった.2)全体的な傾向として､叔大伴食個体
数は採食樹冠両mが狭いうちは樹冠両統と共に増
加するが､ある桂皮樹冠が広くなると一定になっ
ていた.3)採企時間は樹冠両税と共に一旦増加
し､その後減少した｡但し､JI)樹冠両税が同じ
でも､採食部位によって爪大伴企個体数 ･採金時
問は異なっていた.また､5)各樹種ごとに分析
してみると､2･3の傾向が必ずしも明確に得ら
れない樹種があった｡以上のことから､樹種や部
位によって速いはあるが､採金木の樹冠面積が狭
いうちは少数の個体が採金木を占有してしまうの
に対し､ある程皮樹冠サイズが大きくなると､優
位個体と劣位個体が採企時間をずらして利用する
ようになり､さらに樹冠サイズが大きくなると､
競争が起こらなくなり､優位個体と劣位個体が同
時に採金木を利用することが推測された｡
自由:24
ニホンザルの分娩発乗に伴う子宮頚管熱化過程
の微細形態学的研究
堀田康明 ･野崎ますみ･渡 仲三
(名市大 ･医)
ニホンザルの分娩発来に伴う子宮頚管熱化過程
を微細形態学的に調べる目的で､妊娠末期のニホ
ンザル4頭にプロスタグランディンEZゲル (PG
Eげ ル)を投与し､人工的に分娩誘発を行った.
投与前､投与後2時間､5時間､10時間の4E]､
子宮珂管組織の一部をバイオプシーにより採犯し､
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2.5%グルタールアルデヒドで前固定､四酸化オ
スミウムで後固定､エタノール上昇系列にて脱水
後､型の如くエポキシ樹脂に包埋した｡超薄切片
をリンタングステン酸で染色後､透過型電子顕微
鏡にて観察した｡
結果 :PGE2ゲル投与後､30分から1時間で頚管
熱化の指標である頚管の発赤並びに関大が観察さ
れた｡頚管熱化は2時間日をピークに10時間後に
おいても観察されたが､24時間以内の分娩は見ら
れなかったo電子鞘微鏡的には､PGE2ゲル投与
後5時間でコラーゲン線維束の朗著な増加が見ら
れ､コラーゲン線維問の間隙は密になったが､線
維そのものの形状については特に変化は見られな
かった.投与後10時間では､jラrゲン線維束は
疎となり､短い､不規則な波状の線維が多数観察
され､コラーゲン線維の徴細線維化の様相を呈し
ていた｡また､投与後10時間では､コラーゲン線
維を含まない基質部分が相対的に増加すると共に､
線維芽細胞の数が増加していた｡これらのことか
ら､子宮頚管熱化機械において､コラーゲン線維
が盃要な役割を持つことが示唆された.
自由:25
血圧調節におけるSAチャンネルの位置付け
長谷川昇 (名古屋文理短大)
本研究はサルにおける血管内皮細胞のSAチャ
ンネルの性状を明らかにするために行われた｡サ
ル血管内皮細胞を分離し､培養する条件を確立す
ることおよびパッチクランプ法による機械受容チャ
ンネルの解析を目的としたが､本年度はチャンネ
ルの解析までは至らず､培養条件の決定にとどまっ
た｡
なお､血管内皮細胞の分離､培養条件の確立は
計画10の成瀬氏と協同で行った｡
方法 :内皮細胞の分離はヒトと同様な方法で行っ
た｡すなわち､実験殺によるサルから胸部大動脈
を掃出し､冷却滅菌生理食塩水にいれ充分に冷や
した｡血管内の血液を洗浄後､クリー ンベンチ内
で血管軸方向に切開し､メス刃により剥離した｡
遠心分離後､ディッシュにまき培養した｡ディシュ
のコート剤､培養液を色々変えて最適な培養条件
を検討した｡さらに､バッチクランプ法を用いて
イオンチャンネルを観察した｡
結果 :
1.培養条件について
a)分離条件
分離条件はヒト贋帯と同様な方法で､純度よく
内皮細胞が取れることがわかった｡
b)培養条件 (培地を含む)
市販のヒト内皮細胞培地ET-UV (三光純薬)
を用い､フィブロネクチンでコートしたディッシュ
で培養するとよいことがわかった｡さらに､この
条件で､2日おきに培養液を取り替えることによ
り､3ケ月ほど良好な状態を保てることが明かと
なった｡
2.チャンネルのスクリー ニングについて
現在の所､ギガシールを作り､イオンチャンネ
ルを観察している段階で､まだ詳しい解析までに
至っていない｡
考察 :サル血管内皮細胞の培養条件を確立できた
ことは有意義なことである｡
今後､チャンネルのスクリー ニングを行い､チャ
ンネルの性質をはじめとする詳しい解析を進める
と同時に､ヒト贋帯静脈より得られた血管内皮細
胞でのデータと比較検討する予定である｡
自由:26
過去の林業政策の資料からみたニホンザルの生
息環境の変化について
長岡寿和 (大分短大)
こホンザルの生息環境である森林の急激な変化
を林業統計など林業政策上の資料から全国レベル
で調べている｡本年度は森林施共を実施する上か
らも大きな役割を持つ林道開設と鳥獣関係統計よ
りニホンザルの年度ごと捕猿頭数の推移との関係
を全国と大分県とで検討した｡
林道開設の目的は1966年までは木材の搬出が主
であり､1967年からは未開発林への経営拡大､
1973年からは森林の多面的な機能の総合的発拝の
ためとなっている｡全国の国有林と民有林をくわ
えた林道開設のど-クは1971年で4千9百kmで
ある.その後､開設丑は低下し､1974年からは錨
年約3千km程皮の開設が続いている｡
大分県の林道台帳によれば1944年～1988年の林
道開設距離は1970kmである｡そのピー クは1970年
度で83km､その後は毎年50-60km程度で推移す
る｡林道の舗装率業は1971年に開始される.国王空
による民有林林道の舗装予算は､1975年から急激
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